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市立岡崎病院に新しい医療施設が完成
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　よりよき医療の提供をめざして、このたび年金積立金還元融資を受け、

１階リハビリテーション施設、２階・３階検査室、４階病室（12月１日

から使用開始）の新館が完成し、11月8 日から機能開始されました。

12月の こよふ矛

歳末助け合い運動（～3111)

おかぎき青果物安売デー

人権週間(～lOH)

大雪

おかぎき鶏肉安売デー

12月定例市議会

冬至

25日

27日

28日

29日

3t日

クリスマス

固定資産悦・郎市計画税

　（第3期）の納期限

官公庁御用納め

おかぎき精肉安売デー

年越し　大はらい　除夜

の鐘
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「
病
気
ひ
と
つ
知
ら
な
か
っ
た
人
が
」

「
元
気
で
は
ね
と
ん
で
い
た
子
ど
も
が
」

あ
る
日
突
然
に
悲
し
い
交
通
事
故
の
犠
牲

と
な
っ
た
。
交
通
事
故
は
決
し
て
他
人
ご

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
あ
な
た
の
身

に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
か
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。

　
ま
し
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
か
た
に
と
っ

て
は
、
一
瞬
の
油
断
も
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽

▼

▽

・
歩
行
者
は
正
し
い
横
断
を
／
゜

　
歩
道
僑
や
横
断
歩
道
を
利
用
し
な
い
歩

行
者
の
身
勝
手
な
横
断
は
、
自
殺
に
も
導

し
い
危
険
な
行
為
で
あ
る
こ
と
を
、
歩
行

者
自
身
が
十
分
に
自
覚
し
、
事

故
の
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

・
自
転
車
は
安
全
な
乗
り
方
で
／
・

　
自
転
車
に
よ
る
交
迦
収
故
の

主
な
原
囚
は

　
▽
裏
通
り
の
出
〈
‥
い
か
し
ら

▽
直
前
横
断
に
よ
る
も
の

▽
追
突
さ
れ
る
事
故

▽
右
折
時
に
側
面
か
ら
衝
突

　
さ
れ
る
も
の

　
▽
左
折
す
る
自
動
車
に
巻
き
込
ま
れ
る

　
も
の

な
ど
が
過
半
数
を
上
‥
め
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
で
通
行
す
る
と
き
は
、
道
路
の

左
端
ま
た
は
歩
道
で
自
転
車
通
行
を
認
め

ら
れ
て
い
る
簡
所
を
一
列
で
通
る
よ
う
に

し
、
一
時
停
止
の
交
差
点
で
は
、
確
実
に

　
　
　
度
止
ま
っ
て
安
全
確
認
を
す
る
こ
と
が

自
分
自
身
を
守
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。

巻
ド
ラ
イ
バ
ー
は
安
全
運
転
を
／
・

　
歩
行
者
や
自
転
車
乗
り
は
、
車
に
ち
ょ

っ
と
接
触
さ
れ
て
も
転
倒
し
、
頭
を
打
つ

ヶ
Ｉ
ス
が
多
く
、
そ
の
た
め
死
亡
率
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
車
を
運
転
す
る
と
き

は
、
歩
行
者
の
横
断
を
妨
害
し
な
い
よ
う

に
、
ま
た
自
転
車
乗
り
の
側
方
を
通
行
す

る
と
き
は
、
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
闘
隔
を

と
り
、
特
に
細
心
の
注
意
を
は
ら
い
、
安

全
運
転
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

-
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火
災
は
一
瞬
に
し
て
わ
た
く
し
た
ち
の

貴
重
な
財
産
を
灰
に
し
て
し
ま
う
ば
か
り

で
な
く
、
尊
い
人
命
を
も
奪
う
恐
ろ
し
い

も
の
で
す
。

　
今
年
の
上
半
期
に
お
け
る
全
国
の
火
災

発
生
件
数
は
、
三
八
、
七
一
七
件
で
七
分

に
一
件
の
割
合
で
発
生
し
、
焼
死
者
に
お

い
て
は
、
戦
後
址
高
の
Ｉ
、
二
三
二
人
の

尊
い
生
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も

注
目
す
べ
き
点
は
、
一
般
住
宅
な
ど
の
建

物
火
災
が
総
件
数
の
五
十
八
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
、
こ
れ
に
伴
う
焼
死
者
が
全
体
の

七
十
六
八
－
セ
ン
ト
と
圧
倒
的
に
多
く
、

特
に
、
自
力
避
難
の
で
き
な
い
幼
児
・
老

人
の
犠
牲
者
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
火
災
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
秋
の
火
災
予
防
述
動
が

　(c

．火，

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
家
庭
、
職

場
に
お
け
る
火
災
予
防
の
微
底
を
は
か
る

と
と
も
に
、
次
の
重
点
目
標
に
よ
り
火
事

の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り
に
つ
と
め
ま
し

・
重
点
目
標

家
庭
で
は
…
…

　
▽
幼
児
、
老
人
だ
け
を
残
し
て
外
出
す

　
　
る
こ
と
は
極
力
避
け
よ
う

　
▽
幼
児
、
老
人
の
安
全
な
避
難
方
法
を

　
　
考
え
よ
う

　
▽
就
寝
前
の
火
の
元
点
検
を
必
ず
行
お

　
▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
よ
う
。
ま
た
、

　
　
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
よ
う

　
▽
自
分
が
使
う
火
は
消
す
ま
で
責
任
を

　
　
も
ち
、
そ
の
都
度
安
全
を
確
認
し
よ

　
▽
一
日
一
回
は
防
火
に
つ
い
て
反
省
し

職
場
で
は

　
▽
職
場
ぐ
る
み
で
消
火
、
通
報
お
よ
び

　
　
避
難
訓
練
を
実
施
し
よ
う

　
▽
消
防
用
設
備
な
ど
を
総
点
検
し
、
い

　
　
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
こ
う

　
▽
非
常
口
付
近
や
通
路
に
は
、
物
を
置

　
　
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う

　
▽
職
場
教
育
を
微
底
し
、
職
場
の
防
火

　
　
意
識
を
高
め
よ
う

　
▽
複
合
川
途
ビ
ル
人
居
は
、
共
同
防
火

　
　
に
つ
い
て
お
互
い
に
責
任
を
米
た
そ

・
期
間
中
の
音
響
宜
伝

　
火
災
予
防
運
勁
の
期
間
中
、
毎
日
午
後

九
時
に
サ
イ
レ
ン
（
三
十
秒
間
）
、
驚
鐘

を
嗚
ら
し
ま
す
。

・期間中の主な行事

行事名　　　　日　　　時　　　　蝿　所

淡゛PI1　n ぺ謂 午fjii9峙　　　北部公会堂

芯賢霖漬諾否　11月24日　午後i時30分　勤労会館

趨庶詣11月29日　午前9時30分　!t' o付常

婦人防火教室　11月26日　午前９時　　　働く婦人会館

装防雪家皆　11月28日午後１時　　市民会館

一日消防署貝　11月29日　午後３時　　　a半賢迄迄

愛知県消助大会　12月２日　午後2II.!f　　　市民会館
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新年交礼会を

　　　　開催します
　
昭
机
五
冲
趾
弗
の
新
春
を
迎
え
る

‰
Ｉ
♂
’
４
　
　
　
　
　
　
い
ク
　
４
ｙ

に
あ
た
り
八
恒
例
の
新
年
交
礼
会
を

開
ぼ
よ
偉
す
餉

　
市
民
匯
ぷ
心
ｔ
か
多
数
お
巾
し
込

　
・
　
　
　
吋
‘
ゴ
‐
．
．
｀

み
Ｉ
く
だ
さ
卜
．
ル
バ

　
　
　
　
　
一
一
　
　
ｒ
Ｉ
が
Ｉ

　
　
　
　
　
ｌ
‘

新
年
交
礼
会
開
催
要
項

日
　
時
．
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
口

　
午
前
十
一
時

申
し
込
み
先
　
岡
崎
市
役
所
市
長
公

　
室
秘
書
課
又
は
岡
崎
商
工
会
議
所

申
し
込
み
期
限
　
十
一
月
二
十
五
日

申
し
込
み
方
法
　
お
申
し
込
み
は
、

　
交
礼
名
刺
帳
を
作
成
す
る
た
め
、

　
所
属
（
官
公
庁
。
団
体
、
会
社
、

　
町
お
等
）
お
よ
び
氏
名
を
記
し
た

　
文
書
に
会
費
を
添
え
て
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
市
長
公
室
秘
書
課

。
（
電
二
三
－
六
〇
一
〇
）
又
は
岡
崎

商
工
会
議
所
（
電
五
三
－
六
一
六
一
一

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

峠峠吋|
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一
ま
す
。
こ
の
機
会
に
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
な
お
一
層
防
火
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く

一
た
め
ヽ
市
政
二
゜
１
ス
を
作
成
し
、
公
共
施
設
等
に
掲
示
い
た
し
ま
し
た
。
今
一
度
、

一一
恐
ろ
し
い
火
災
を
な
く
す
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

f c * * ･ ¶

　
こ
れ
か
ら
は
日
ま
し
に
寒
さ
が
加
わ
り
、
火
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

お
り
し
も
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り

り川心｡ぼくらも町の防火にｰ･役:少年岨7ラ乃凶iih･･｝
　　　　　　　　　　　　　　　二

良
剣
な
顔
で
放
水
訓

た
、

＜
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道跨下に転薦した事故車両のつり楊げ作擬をする祚助工作車

-゛－　　　－４､ＸＷ　－　　　　　．　－

夜間の災害現場で消防隊の活動を援助する照明車

＼

Iい

＼ 一

高層建築物での人命救助や消火活動に

威力を発揮するはしご車（中央u(O;'-･jiaLご≪）

住宅３階より出火。多量に発生する煙のため尊い人命が奪われることがあります。

「救急」はI I 9（局番なし）→町乙、目<≫..状況をわかりやすく伝えましＪう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
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消火副こよる初期消火の要領を覚えて家庭を守るi川さん達
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おそろしいプロパンガスの爆発(ガスもれに注意)
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ならないことになりました。
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耐火徊
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　　　　火災は、貴重な財

＿　　産や尊い人命を奪一ｊ

刻　　てしまいます。火災

を　　　のほとんどはヽ火を

あ　　扱う人の不丿主意から

ら　　　μきてぃます。

そ　　　　家庭や職場で火災

う　　について話し合Cヽを
救　　　行い、火事を出さな

1!j　　　いようにしましょう。
活

動
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１水　の　に　ご　り

○河川の自然浄化

　作川を妨げる塚
○i)ドミウム

O シアン化合物

〇クロム化合物1

on＼＼　等

(工場排水)

○魚貝順が生息し

　なくなる
ふ
へ　　～

旬゜7ご¨

祉id)水のよごれを見わけるには1

〇11所の雅排水

〇し尿浄ft檜汚

　水

　(家庭排水)

途惑

1●●-･･･-----･･･-･･･････-
(ｺﾞﾐの不法投棄)

･-----一二-一二･･-一二･-------･-----･--･--･-･･-●d

　　厠

こﾆド

○家庭ゴミ

○産業廃棄物゛ＳコこΞ－゜三7
　-一匹/'X汽

㎜--㎜㎜甲㎜-㎜㎜------一二--･･一二-〃一二----･---･･●i

動

二ｍこ

○貯木場の木夕

　ズ防ふ剤

〇航行船舶の廃

　油投棄

(その他)

　一一２う。。，心胆

一一

･BOD一生物化学的酸素要求量

　水中の汚物を無害なものにまで

分解するため、好､気性微生物が必

要とする酸素の量。この数値が高

いほど川はよごれていることにな

り、5 P P M 以下が望ましい。

　そのほか水のよごれを見わける

には、ＤＯ一溶存酸素、ＣＯＤ一

化学的酸素要求量、ＰＨ一水素イ

オン濃度、ss一浮遊物質量など

の指標があります。

　　一

一
昭和

　51

年　度

こ

μご

１　　　　-_

　
本
市
の
主
要
河
川
は
、
矢
作
川
を

は
じ
め
乙
川
・
鹿
乗
川
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
公
共
用
水
域
の
水
の
よ
ご
れ

を
防
ぐ
に
は
、
公
共
用
水
域
に
流
れ

込
む
汚
れ
の
も
と
に
な
る
も
の
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
生
活
環
境
を
守
る
た
め
の
望
ま
し

い
堪
準
（
環
境
基
準
）
の
あ
て
は
め

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
乙
川
・
鹿
東

川
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
水
質
の

乙川ＢＯＤ変化図(年･坪均)

　　　(環　境　基　準)
PPM

　　20

** (5 ppm)

戸

　 ♂

／

　　／
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／0
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ｒ
ｒ
｀
）
・
‐
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‐
”
‐
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‐
．

A.--･'･A昭和48年度

Ｑ一一一○昭和50年度

←一一●昭和5i年度
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調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
一
年
度
に
お
け
る
乙
川

の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
水
質
調
査
結
米
を
み
ま

す
と
、
遠
行
橋
・
旧
大
平
僑
・
殿
僑

で
は
、
前
年
度
と
比
べ
や
や
高
か
っ

た
が
、
八
帖
頭
首
ロ
で
は
低
下
傾
向

に
あ
っ
て
、
各
地
点
と
も
環
境
基
準

を
満
足
し
て
お
り
ま
す
。

　
鹿
乗
川
に
つ
い
て
は
。
自
己
流
量

州
酋
１
１
が
少
な
い
た
め
自
浄
作
用

　
　
　
　
に
乏
し
く
、
家
庭
雑
排
水
、

潜
水
鳩
　
工
場
排
水
の
影
響
を
強
く

殿
　
鳴
　
受
け
、
定
期
的
な
水
質
調

　
　
　
　
査
に
よ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
を
み
て

竹
　
　
僑
　
も
年
平
均
八
・
六
Ｐ
Ｐ
Ｍ

　
　
　
　
と
高
く
。
環
境
基
準
（
五

御
川
嬌
　
Ｐ
Ｐ
Ｍ
）
を
上
回
っ
て
お

Ｓ
大
平
鳩
　
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
市
で
は
、
今
後
と
も
環

美
保
僑
　
境
基
準
の
早
期
達
成
を
図

１
野
僑
　
心
た
め
、
汚
濁
負
荷
量
調

　
　
　
　
査
（
河
川
に
流
れ
込
む
汚

遠
行
橋
　
れ
の
も
と
に
な
る
も
の
の

　
　
　
　
調
査
）
な
ど
に
よ
り
、
監

阿
弥
陀
嗚
　
視
体
制
を
強
め
て
い
き
た

　
　
　
　
い
と
思
い
ま
す
。

・
水
質
汚
濁

　
水
質
汚
濁
と
は
、
人
の
生
活
や
工

場
・
事
業
場
の
生
産
活
動
に
よ
っ
て
、

川
や
湖
沼
な
ど
に
有
害
物
質
、
汚
濁

物
質
が
流
入
し
、
水
質
に
変
化
が
お

こ
り
、
水
中
の
生
物
等
に
悪
影
響
を

与
え
て
生
活
環
境
を
そ
こ
な
い
、
さ

ら
に
わ
た
く
し
た
ち
が
利
用
す
る
飲

料
水
な
ど
に
障
害
を
生
じ
さ
せ
る
よ

う
な
現
象
を
い
い
ま
す
。
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昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
同

六
月
三
十
日
ま
で
に
空
き
家
と
な
る

市
営
住
宅
の
入
居
予
定
者
を
、
次
に

よ
り
募
集
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
用
紙
の
交
付
　
日
時
…

十
一
月
十
八
日
（
金
）
～
二
十
四
日

　
（
木
）
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五

時
（
土
曜
日
は
午
後
零
時
三
十
分
）

場
所
…
市
役
所
住
宅
課
お
よ
び
各
支

所●
申
し
込
み
受
け
付
け
　
日
時
・
：
十

一
月
二
十
一
日
（
月
）
～
二
十
五
日

（
金
）
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五

時場
所
…
市
役
所
住
宅
課

・
申
し
込
み
資
格
　
①
現
に
住
宅
に

困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
こ
と
　
②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約
中

の
か
た
お
よ
び
事
実
上
婚
姻
関
係
に

”‘’‘’･―^

新

築
中
の

市
営
住
宅

―
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
－
Ｓ
ｌ
Ｉ
一
一
１
一
―
♂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

一
い
ま
す
・
く
わ
し
い
こ
と
は
、
募

集
要
項
が
決
定
次
第
、
市
政
だ
よ

り
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

｜

あ
る
か
た
を
含
む
）
が
あ
り

独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る

か

つ

と

　
　
　
☆
　
　
　
★
　
　
　
☆

●
収
入
基
準
　
申
込
者
お
よ
び
家
族

で
、
収
人
の
あ
る
か
た
全
貝
の
総
収

入
金
額
を
対
象
と
し
て
計
算
し
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　
公
営
住
宅
法
に
よ
る
収
人
基
準
・
：

　
第
一
極
住
宅
Ｌ
所
得
月
額
四
七
、

　
〇
〇
〇
円
を
超
え
八
一
、
〇
〇
〇

　
円
以
下
　
第
二
腫
住
宅
エ
所
得
月

　
額
四
七
、
〇
〇
〇
円
以
下

　
※
所
得
月
額
の
算
出
の
し
か
た

町①
　
収
入
の
あ
る
か
た
全
貝
の
市

村
長
の
発
行
す
る
所
得
証
明
書
、

ま
た
は
源
泉
徴
収
票
等
に
記
幟
さ

れ
て
い
る
総
所
得
金
額
（
給
与
所

得
控
除
後
の
金
額
）
を
合
計
す
る

…
合
計
総
所
得
金
額
　
②
　
表
一

に
よ
り
控
除
額
を
計
算
し
、
①
で

得
ら
れ
た
合
計
総
所
得
金
額
か
ら

額月の額差
　平総　し
　均所③引

　
な
お
．

場
合
は
、

く
・
：
控
除
後
の
総
所
得
金

　
②
で
得
ら
れ
た
控
除
後

得
金
額
を
1
2
で
割
っ
て
、

額
を
計
算
す
る
・
：
所
得
月

特
別
控
除
対
象
者
が
な
い

早
見
表
（
表
三
）
を
み
て

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法
　
巾
し
込
み
は
、

一
世
帯
一
住
宅
と
し
、
つ
ぎ
の
書
類

を
申
し
込
み
期
間
内
に
提
出
し
て
く

表一賭控除一覧表

だ
さ
い
。

　
①
市
営
住
宅
人
居
申
込
書
　
②
巾

　
込
者
以
外
の
家
族
全
貝
の
給
与
証

　
明
書
（
市
の
指
定
用
紙
）
ま
た
は

　
県
市
民
税
納
税
通
知
書
　
③
印
鑑

　
④
特
別
控
除
対
象
者
が
い
る
場
合

　
は
、
そ
れ
を
証
す
る
書
類

●
選
考
お
よ
び
決
定
　
市
営
住
宅
入

居
申
込
書
の
内
容
お
よ
び
実
態
調
査

に
基
づ
い
て
有
資
格
者
を
選
考
し
、

控除名 控　　除　　対　　象　　者 控　除　額

一

般

控

除

同居親族控除 中込家族のうち申込者以外のかた

１人につき24万円配偶者・扶養

親族控除

中込家族には入っていないか、所得税法

上の配偶者控除・扶養親族控除の対象と

して認められているかた

特

別

控

除

寡婦控除

夫と死別し又は離婚したのち婚姻してい

ないか、夫の生死か不明のかたでM歳以

下のかた

その人の所得から

20万円を限度とし

て控除する。
老年者控除 年齢が65歳以上のかた

障害者控除

(mi｣"％)

申込者又は一般控除対象者の中で心身障

害者手帳等を交付されているかた(精神･

身体に重度の障害かあるかた　ｌ～２級

障害者)

１人につき20万円

(1人につき28万円）

老人扶養親族

控　　　除

一般控除対象者の中で年齢70 歳以上のか

たで収入のあるかたの扶養親族と認めら

れているかた

（配偶者および障害者控除対象者は除く）

１人につき６万円

つ
ぎ
の
日
時
お
よ
び
場
所
で
公
開
抽

選
を
行
い
、
入
居
順
位
を
決
定
し
ま

す
。
日
時
…
十
一
月
三
十
日
（
水
）

午
前
十
時
　
場
所
・
：
市
役
所
六
階
大

会
議
室

●
そ
の
他
　
桑
谷
・
山
中
・
舞
木
・

本
宿
荘
と
若
松
荘
（
五
十
三
年
一
月

一
日
か
ら
）
の
空
き
家
入
居
は
、
常

時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
（
住
宅
課

管
理
係
・
電
二
三
－
六
〇
六
こ

衰二所得金額の算出のしかた

総　収　入　金　額 総　所　得　金　額 ＠総収入金頷125万円

以上の場合,1.000円末満
の端数かある場合は切り

綸ててから計算します。

また1,000円の位が奇数

である場合には．さらに

1.000円引いてから計算
します。

1,250,000円以下総収入金頷－500,000円

1,250,001円～1.500,000円総収入金額×0.6

1,500,001円～3,000,000円総収入金額×0.7－150,000円

表三総収入金額でみる早見表(給与所得者が１人の場合)衣こ秘収人金観でみる早見衣{粉与所得者が１人の場昔丿　　　　　単位：円

こ四ｔご １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人

総
収
入
金額

第＼種
最高 1,945,9992,289,9992,631,9992.975,999 3,277,5003,577,500

最低 1,342,0001,706,0002,050,0002,392,0〕02,736,0003,067,501

第2種 最高 1,341，9991,705,9992,049,9992,391,9992,735,9993,067,500
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お
知
ら
せ

Ｉ
刃
七
べ
司
肩
聡
で
ち
Ｉ
万
淵
り
ダ

、
丸
洗
い
χ
殺
菌
χ
脱
臭
、
乾
。

燥
を
無
料
で
行
い
ま
す

　
ね
た
き
り
の
ま
ま
で
毎
日
を
過
ご

し
て
お
ら
れ
る
お
年
寄
り
の
か
た
に
．

少
し
で
も
快
適
な
気
分
を
味
わ
っ
て

頂
け
る
よ
う
に
、
布
団
の
丸
洗
い
、

殺
菌
、
脱
臭
、
乾
燥
を
次
の
と
お
り

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
四
月
乾
燥
、
六
月
丸
洗
い
、
九
月

殺
菌
、
十
二
月
乾
燥
、
二
月
乾
燥
。

　
対
象
者
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る

在
宅
ね
た
き
り
老
人
の
か
た
で
、
一

回
に
収
布
団
、

掛
布
団
、
毛
布

を
四
枚
ま
で
無

料
で
行
い
ま
す

の
で
、
家
族
の

か
た
は
ご
遠
慮

な
く
地
区
民
生

委
貝
、
ま
た
は

社
会
課
老
人
係

　
（
電
二
三
－
六

一
四
七
）
　
へ
申

し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

｜

｜

岡
崎
墓
園
で
は
小
型

墓
地
の
使
用
者
を
募

集
し
て
お
り
ま
す

　
岡
崎
墓
園
で
は
、
新
し
く
使
用
料

の
経
済
的
な
小
型
区
画
の
墓
地
を
造

成
し
て
お
り
、
十
二
月
一
日
か
ら
使

用
で
き
ま
す
。

　
今
回
公
募
す
る
墓
地
（
二
型
・
四

型
墓
地
）
の
第
一
回
目
申
し
込
み
締

め
切
り
期
限
が
十
一
月
二
十
五
日

　
（
金
）
に
せ
ま
り
ま
し
た
。

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市

政
だ
よ
り
十
一
日
月
一
日
号
五
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所
（
電

四
六
ｉ
三
二
六
〇
）

呈
こ
、
こ
。
．
ｙ
£
７
　
紅
７
　
宮
２
　
祐
六
Ｉ
皿
皿
　
　
’

　
　
r 巣

・
游

つ
向
姐
沢
一
男
陽
輿
矢
ダ
ー

特
に
一
に
睦
談
ば
宍
に
ウ
。
一
姐

こ
Ｉ
唆
ｔ
唯
礎
疎
欝
瘍
｛
こ
ペ
　
ー

　
農
家
の
み
な
さ
ん
が
集
ま
り
楽
し

い
催
し
を
い
た
し
ま
す
。
一
般
市
民

の
か
た
も
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
十
一
月
二
十
日
（
日
）
　
・

旬
第
一
会
場
　
市
民
会
館

▽
農
林
業
功
労
者
褒
賞
　
午
前
十
一

　
時
～
正
午

▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　
農
協
婦
人
に

　
よ
る
踊
り
　
正
午
１
午
後
一
時

▽
講
演
　
棋
士
　
升
田
幸
三
氏

　
演
題
「
勝
負
の
き
び
し
さ
」

　
午
後
一
時
～
三
時

聊
第
二
会
場
　
甲
山
会
館
　
午
前
十

　
時
三
十
分
～
午
後
三
時

▽
農
林
産
物
展
示
品
評
会

　
米
・
野
菜
・
他
農
林
産
物

▽
手
芸
展
示
会

▽
家
庭
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー

▽
即
売
品
　
豆
類
・
野
菜
・
花
き
・

　
き
の
こ
類
・
茶
・
鶏
卵
・
果
樹
苗

　
木
（
品
切
れ
の
場
合
は
お
ゆ
る
し

　
く
だ
さ
い
）

十
一
月
の
納
税

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
料
・
国
民
年
金
保
一

　
　
　
　
険
料
秦
第
三
期
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
納
期
限
‘
’
十
一
月
三
十
日
（
水
）
　
一

お
忘
れ
な
く
納
期
限
ま
で
に
納
一

一
付
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

一
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
た
だ
し
、
納
税
組
合
を
通
じ
て

　
　
　
　
納
付
さ
れ
る
か
た
は
、
各
納
税
組

　
合
で
決
め
ら
れ
た
収
納
収
扱
い
日

　
　
　
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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み
ん
な
の
消
費
生
活
展

十
月
二
十
日

（
甲
山
会
館
）

み
ん
な
の
地
震
展

　
　
十
月
二
十
七
日
（
甲
山
会
館
）
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お
も
な
相
鮫
指
導
内
容

Ｏ
基
本
的
生
活
習
恨
の
し
つ
け
に
関

　
す
る
こ
と
（
食
事
・
唾
眠
・
く
せ

　
な
ど
）

〇
社
会
性
の
発
達
、
性
格
の
形
成
に

　
関
す
る
こ
と
（
遊
び
・
友
達
・
反

　
抗
な
ど
）

○
情
操
、
知
能
の
発
達
に
関
す
る
こ

　
と
（
こ
と
ば
・
学
習
・
テ
レ
ビ
な

　
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
●

申
し
込
み
方
法
　
教
育
委
貝
会
社
会

教
育
課
（
電
二
三
丿
六
四
三
三
）
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
。
当
日

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

婦
人
軟
式
テ
ニ
ス

教ま

会
場
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館
（
伊
　
主
催

賀
新
町
　
電
二
三
－
二
九
六
三
）

開
設
日
　
十
二
月
一
日
・
八
日
・
十

五
日
・
二
十
二
日
（
毎
週
木
曜
日
）

相
談
員
　
市
社
会
教
育
指
導
貝

稲
石
正
逸

大
門
町
地
内
で
宅
地

分
譲
を
し
て
い
ま
す

・
申
し
込
み
期
限
　
十
一
月
二
十

　
五
日
（
金
）

　
く
わ
し
い
こ
と
は
市
政
だ
よ
り

十
一
月
一
日
号
の
八
・
九
ペ
ー
ジ

を
参
照
す
る
か
、
岡
崎
市
土
地
開

発
公
社
（
電
二
三
－
六
〇
三
四
）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

室
を
開
催
し

す岡
崎
軟
式
庭
球
協
会

日
時
　
十
二
月
～
三
月
　
毎
週
金
曜

日
　
午
前
九
時
三
十
分
～
十
二
時

場
所
　
岡
崎
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

資
格
　
市
内
在
住
の
婦
人

募
集
人
員
　
五
十
名

受
講
料
　
千
五
百
円

申
し
込
み
締
め
切
り
　
十
一
月
二
十

八
日
（
月
）

申
し
込
み
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
令
・
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
〒
四
四
四
　
岡
崎
市
六
名
町

字
馬
畷
二
五
番
地
　
岡
崎
市
体
育
館

内
テ
ニ
ス
教
室
係
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

開
校
式
　
十
二
月
二
日
（
金
）
午
前

十
時
（
受
け
付
け
九
時
三
十
分
か
ら
）

岡
崎
公
園
体
育
場
　
申
し
込
み
さ
れ

た
か
た
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ｉ
ｌ
Ｉ
　
！
Ｓ
　
－
／
Ｉ
Ｓ
Ｉ
！
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
　
ｊ
Ｉ
ｄ
♂
Ｉ
　
Ｉ

。
嚇
痕
畷
地
吋
泄
障
庸
才

　
　
一
方
通
行
に
な
り
ま
す

　
岡
崎
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
に

伴
う
道
路
改
良
お
よ
び
下
水
管
埋
設

工
事
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
工

事
期
間
中
片
側
一
方
通
行
と
な
り
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

工
事
場
所
　
岡
崎
市
羽
根
町
字
西
ノ

郷
地
内

』　／

－－-

ｒ
雲
Ｋ
　
Ｉ

　
ｋ
１
１
　
　
　
　
。
『
～

至?'. .･.|

　
　
●

工
事
期
間
　
丘
十
二
年
十

　
　
・
Ｌ
．

～
１
１

年
ぺ
月
ニ
ト
五
日

月
一
日

路
線
名
　
県
遣
岡
崎
碧
南
線

　
工
事
区
間
は
片
側
一
方
通
行
に
つ

き
、
北
進
方
向
の
み
通
行
で
き
ま
す
。

回
り
逃
は
交
通
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
極
力
避
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

1i人『

www .シμ区川

yΣΣyまわり地

mniiiiii川川

季
節
の
　
暦
９

　
　
偉

衣
食
住
‘
伊
ｉ

衣
　
空
気
が
乾
き
、
ヒ
ヤ
ッ
と
す
る

こ
の
季
節
は
か
ら
だ
を
動
か
す
の
に

最
も
よ
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
旅
行
、

ハ
イ
キ
ン
グ
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し

ょ
う
が
、
汗
が
急
に
引
く
た
め
、
油

断
を
す
る
と
か
ぜ
を
引
き
か
ね
ま
せ

ん
。
日
が
か
げ
っ
た
時
の
た
め
に
、

セ
ー
タ
ー
や
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
の
よ
う

に
あ
ま
り
荷
物
の
な
ら
な
い
む
の
を

一
枚
余
分
に
持
参
し
た
い
も
の
で
す
。

食
　
木
枯
ら
し
が
吹
き
だ
す
と
魚
類

は
脂
が
の
っ
て
き
て
食
べ
ご
ろ
に
な

り
ま
す
。
全
岡
的
に
は
カ
ジ
キ
マ
グ

ロ
、
カ
マ
ス
を
は
じ
め
、
サ
ン
マ
、

サ
バ
、
タ
ラ
、
ム
ツ
、
タ
コ
、
ワ
カ

サ
ギ
、
フ
ナ
な
ど
が
出
回
り
ま
す
。

　
ミ
カ
ン
は
こ
れ
か
ら
が
最
盛
期
、

始
め
強
か
っ
た
酸
味
は
正
月
を
越
す

頃
か
ら
糖
分
に
変
わ
り
、
冬
の
乾
燥

期
の
ノ
ド
を
う
る
お
し
て
く
れ
ま
す
。

不
足
し
が
ち
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
補
給

を
し
た
い
も
の
で
す
。

住
　
こ
の
季
節
意
外
に
手
間
の
か
か

る
の
が
庭
の
手
入
れ
で
す
。
植
え
か

え
を
す
ま
せ
、
冬
中
を
か
け
て
枝
お

ろ
し
、
雑
草
抜
き
を
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。
庭
で
集
め
た
落
葉
を
燃

や
す
と
、
弱
く
た
ち
の
ぽ
る
煙
が
ゆ

っ
く
り
流
れ
て
初
冬
の
気
配
を
感
ぜ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
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①
国
民
金
融
公
庫
岡
崎
支
店

　
例
年
、
年
末
資
金
の
申
し
込
み
が

数
多
く
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
内

に
資
金
を
必
要
と
さ
れ
る
か
た
は
、

十
一
月
二
十
五
日
頃
ま
で
に
当
支
店

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
問
い
合

わ
せ
先
（
電
二
四
－
一
七
一
一
）

②
岡
崎
市
商
工
課

　
岡
崎
市
中
小
企
業
制
度
融
資
受
け

付
け
窓
口
に
つ
い
て
も
、
年
末
は
非

常
に
混
雑
が
予
恕
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
内
に
ご
入
川
の
資
金
に
つ
い
て
は
、

早
目
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
〈
‥
わ
せ
先
（
竃
二
三
－
六
二
Ｉ

四
・
六
二
　
　
五
）

「
西
三
河
の
文
化
を
考

え
る
Ｌ
講
演
と
事
例

発
表
会
の
お
知
ら
せ

日
時
　
十
一
月
二
十
四
日
（
木
）

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

場
所
　
豊
川
市
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

講
演
「
西
三
河
の
文
化
を
考
え
る
」

新
行
紀
一
　
愛
知
教
育
大
学
教
授

事
例
発
表
　
「
私
た
ち
の
川
を
美
し

く
す
る
運
動
」
…
石
原
一
個
（
岡
崎

市
伊
賀
川
を
美
し
く
す
る
会
会
長
）
。

　
「
豊
か
な
る
女
性
に
な
る
た
め
に
」

・
：
豊
山
寿
子
・
「
中
馬
街
道
と
足
助

町
の
町
」
…
鈴
木
茂
夫

意
見
交
換
　
提
言
者
　
伊
藤
郷
平
前

愛
知
教
育
大
学
学
長
・
足
立
省
三
中

部
総
合
開
発
推
進
委
員
会
常
任
幹
事

主
催
　
愛
知
県
地
方
計
画
西
三
河
・

豊
田
・
束
加
茂
協
議
会

中
・
高
年
令
者
に

雇
用
の
楊
を
が
‥

　
政
府
の
強
力
な
不
況
対
策
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
景
気
は
一
向
に
回
復
感

が
出
て
ま
い
り
ま
せ
ん
。

　
当
然
の
結
米
と
し
て
深
刻
な
失
業

問
題
が
発
生
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

と
り
わ
け
そ
の
し
わ
よ
せ
は
。
中
商

年
令
者
や
身
体
障
害
者
に
厳
し
く
影

響
し
て
い
ま
す
。

　
国
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
か
た
た

ち
の
屈
用
を
確
保
す
る
た
め
、
例
え

ば
職
業
安
定
所
の
紹
介
で
商
年
令
者

　
（
五
十
五
歳
～
六
十
五
歳
未
満
）
や

寡
婦
（
被
扶
養
者
を
有
す
る
か
た
）
、

心
身
障
書
者
（
一
級
～
六
級
）
を
雇

用
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
、
ま
た
定

年
の
延
長
措
置
や
定
年
年
令
到
達
者

　
（
六
十
歳
以
上
）
を
引
き
続
い
て
雇

用
し
て
い
た
だ
い
た
事
業
主
に
対
し
、

助
成
措
置
を
こ
う
じ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
各
種
助
成
措
置
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
岡
崎
公
共
職
業
安
定
所

事
業
所
課
（
電
二
Ｉ
Ｉ
一
一
六
コ

ヘ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

必
に
λ
卿尺

Ｉ
　
『
　
／
　
Ｊ
『
Ｓ
Ｉ
♂
ｉ
　
－
ｊ
　
　
　
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ

、
泌
７
教
嫌
一
。
根
峻
嶮
疸
読

　
っ
て
お
り
ま
す

　
テ
レ
ビ
に
ひ
ど
く
近
づ
い
て
み
た

り
、
時
々
つ
ま
づ
い
た
り
、
ま
ぷ
し

そ
う
な
様
子
を
し
た
り
す
る
子
ど
も

は
視
力
が
弱
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
中
学
校
・
高
等
学
校
の
卒
業
を
迎

え
、
視
力
が
弱
い
た
め
に
進
路
に
悩

ん
で
、
い
る
生
徒
さ
ん
や
、
仕
事
が
続

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
困
っ
て
い
る
か

た
。

　
盲
学
校
で
は
こ
の
よ
う
な
視
覚
障

害
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
、
保

育
や
進
路
の
相
談
を
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
岡
崎
市
明
大
寺
町
上
奈
良
井
一
四

　
愛
知
県
立
岡
崎
盲
学
校

　
電
話
五
二
－
こ
一
八
二

年
末
調
整
と
青
色

決
算
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

　
給
与
所
得
の
年
末
調
整
や
個
人
事

業
者
の
決
算
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
次
の
日
程
で
年
末
調
整
の

具
体
的
な
事
務
手
続
き
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
年
末
訓
９
や
決
算
に
必
要

な
用
紙
類
は
、
当
日
説
明
会
場
で
お

渡
し
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
－
岡
崎
税
務
署
Ｉ

対　　象　　者 日　　　時 場　　所

源泉徴収義務者

　　　　(法　A)

!lfi29日図午後2lf卜４時
11H30日(励午副OVト＼2時

川|埼勤労会館

(註詣似自)

東部
地区

12JI5[副;皆:仁鴇 美介公民(il'i

ｍ 12 H 6 u閥午後i時~3昨

i2＼一口栄治部ﾆに鴇 岡崎勤労公fi'i

ぷ IK
12月6 ＼i淘午後iv卜４時 六ツmi民センター

農業青色中告者 12月i3ii肉午後i時- 3時 矢作農業協同組介

｜
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▼
愛
知
県
立

　
保
育
大
学
校
の

　
入
学
案
内

　
試
験
日
時
　
五
十
三
年
二
月
十
一

日
（
土
）
　
・
十
二
日
（
日
）

　
賦
験
場
所
　
愛
知
県
立
豊
僑
束
高

等
学
校
（
豊
橋
市
向
山
町
）

　
試
験
科
目
　
①
学
力
検
査
　
②
実

技
　
③
面
接

　
出
願
資
格
　
①
高
等
学
校
を
卒
業

ま
た
は
五
十
三
年
三
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
か
た
　
②
通
常
の
課
程
に

よ
る
十
二
年
の
学
校
教
育
（
通
常
の

課
程
以
外
の
課
程
に
よ
り
こ
れ
に
相

当
す
る
学
校
教
育
を
含
む
）
を
修
了
、

ま
た
は
五
十
三
年
三
月
修
了
見
込
み

の
か
た
　
③
文
部
大
臣
に
お
い
て
高

等
学
枚
を
卒
業
し
た
か
た
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
定
し
た
か

た
　
④
満
十
八
歳
以
上
の
か
た
で
あ

っ
て
児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
二
年

以
上
児
童
の
保
護
に
従
事
し
た
か
た

　
出
願
期
間
　
五
十
三
年
一
月
五
日

　
（
木
）
～
二
十
五
日
（
水
）

　
願
書
の
交
付
　
五
十
二
年
十
二
月

以
降
　
愛
知
県
民
生
部
児
童
家
庭
課

〒
四
六
〇
　
名
‥
古
屋
市
中
区
三
の
丸

三
丁
目
一
番
二
り
（
願
書
の
送
付
を

依
頼
す
る
場
合
は
、
五
十
円
切
手
を

貼
っ
た
あ
て
先
明
記
の
封
筒
を
同
封
）

　
く
わ
し
い
こ
と
は
愛
知
以
民
生
部

児
童
家
庭
課
（
電
○
五
二
－
九
六
一

－
二
一
一
こ
　
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



き

ズ
眉
引

お市政だより

　
ご
案
内

　
国
税
庁
で
は
、
束
海
テ
レ
ビ
で
毎

週
日
曜
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

　
「
メ
イ
コ
の
く
ら
し
と
税
金
」
を
放

送
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
番
組
は
、
納
税
者
（
主
と
し

て
主
婦
）
の
日
常
生
活
に
関
係
の
深

い
税
の
知
識
や
税
金
の
使
わ
れ
方
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
恭
組
の
司
会
・
レ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
、
女
優
の
中
村
メ
イ
コ
さ

ん
が
出
演
し
、
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

11－　昭和52年11月15日

　　放送テーマ

-

年
金
の
テ
レ
ビ
広
報

番
組
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

　
年
金
制
度
に
つ
い
て
、
社
会
保
険

庁
か
ら
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
次
の
と
お

り
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
番
組
タ
イ
ト
ル
　
「
き
ょ
う
の
健

　
康
　
あ
す
の
年
金
」

　
放
送
局
・
時
間
　
東
海
テ
レ
ビ

　
午
前
七
時
～
七
時
十
五
分

ｎ月20日　やってみましよう青色申告

27 a　ボーナスと税金

12月４日　税務大学校

ｎ日　ぉ酒の知識

18日　妻の座と相続税

25日　ぉ年寄と税金

？鴛ＩＥ　お勝手をきれいに

８日　レジャーと税金

15日　生命保険と税金

22 0　こんなときは税の払戻し

29日　住宅の贈与と税金

２月５日　障害者と税金

]2日　こんなときは視の相談を

19日　サラリーマンの副収入と税金

26日　住宅の譲渡と税金

３月５日　確定申告と納税

12日　退職金と税金

19日　もうすぐ１年生

26 a　税に不服のあるときは

　
司
会
者
　
押
坂
忍

　
放
送
日
・
テ
ー
マ
　
十
二
月
二
日

　
（
年
金
が
裁
定
さ
れ
る
ま
で
）
　
九

日
（
大
切
な
年
金
の
届
け
出
）
　
十

六
日
（
利
用
し
よ
う
皆
さ
ん
の
施
設

で
す
）
　
二
十
三
日
（
健
康
保
険
の

し
く
み
）
　
三
十
日
（
健
康
保
険
の

現
状
）
　
五
十
三
年
一
月
六
日
（
年

金
は
あ
な
た
が
築
く
も
の
）
　
十
三

日
（
み
ん
な
で
支
え
る
年
金
制
度
）

Ｉ
◇
Ｉ
言

｝
Ｊ
｛
い
枡
い
度
販

゛
―
Ｉ
　
―
ｊ
４
　
１
－
Ｊ
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価
ご
覗
査
。

の
基
準
地
価
格
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

　
愛
知
県
で
は
、
国
土
利
用
計
両
法

に
基
づ
き
毎
年
一
回
地
価
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
在
は
県
下

″
介
市
町
村
を
対
象
に
基
準
地
（
五
十

二
年
度
　
千
二
百
二
十
地
点
）
を
設

定
し
、
こ
の
基
準
地
に
つ
い
て
不
動

産
鑑
定
士
等
に
鑑
定
評
価
を
求
め
、

県
が
正
常
価
格
と
し
て
発
表
す
る
も

の
で
、
本
年
も
十
月
一
日
に
県
公
報

等
に
よ
り
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

基
準
地
価
格
を
土
地
取
引
の
指
標
に

　
県
の
基
準
地
価
格
は
、
調
査
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
地

価
公
示
法
の
規
定
を
準
用
し
、
国
が

行
う
地
価
調
査
と
一
体
と
な
っ
て
効

果
を
発
揮
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
土
地
を
取
引
さ
れ

る
場
合
に
は
、
売
り
手
に
も
買
い
手

　
　
　
●

に
も
偏
ら
な
い
「
正
常
価
格
」
と
し

て
の
県
地
価
調
査
の
基
準
地
価
格
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
岡
崎
市
に
設
定
さ
れ
て
い
る
基
準

地
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
役

川川lmlll川川titii||iii

▼
十
二
月
前
期
の

　
　
粗
大
ゴ
ミ
収
集

各
町
内
で
き
め
ら
れ
た
粗
大
ゴ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

所
資
産
税
課
（
電
二
三
－
六
〇
一
三
而
持
ち
寄
り
場
所
へ
、
収
集
日
の
午
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
訂
正
の
お
知
ら
せ

　
十
一
月
一
日
号
の
な
か
で
次
の
と
Ｉ

お
り
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
し
謹
ん
で
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

　
二
ペ
ー
ジ
編
さ
ん
の
組
織
　
斎
藤

嘉
彦
県
高
教
諭
↓
岡
高
教
諭
／
三
ぺ
・

－
ジ
市
史
編
さ
ん
の
問
い
合
わ
せ
先

定
二
二
―
六
四
四
一
↓
電
二
三
－
六

四
川
一
／
四
ペ
ー
ジ
測
定
結
米
表

二
酸
化
窒
素
Ｌ
二
酸
化
硫
黄
　
二
酸

化
硫
黄
↓
二
酸
化
窒
素
／
六
ペ
ー
ジ

岡
崎
束
公
園
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

人
会
　
主
催
岡
群
市
Ｌ
岡
崎
市
／
七

ペ
ー
ジ
文
化
財
（
6
6
）
　
史
跡
石
神
↓

石
神
／
十
二
ペ
ー
ジ
昭
和
五
十
三
年

年
賀
は
が
き
の
発
売
　
発
売
‐
十
一

川
七
日
（
日
）
↓
十
一
月
七
日
（
月
　
　

／
十
七
ペ
ー
ジ
岡
崎
市
の
人
口
　
七

月
一
日
現
在
↓
十
月
一
日
現
在
　
男

八
四
〇
人
増
Ｌ
二
〇
三
人
増
　
女
六

八
一
人
増
ト
こ
七
九
人
増
　
計
一
五

二
一
人
増
↓
三
八
二
人
増
　
世
帯
数

二
七
一
世
帯
増
↓
六
一
世
帯
増

　
な
お
、
三
ペ
ー
ジ
編
さ
ん
の
組
織

委
Ｈ
の
う
ち
、
石
川
厳
夫
氏
（
教
青

委
貝
）
は
松
野
尾
潮
嗇
氏
（
教
育
委

Ｈ
艮
）
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

八
時
三
十
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
自
動
車
の
タ
イ
ヤ

は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

一十
木五

‾日

一十
水四

‾日

―.＋

火三
一日

一十
月二

‾日

一
土十

‾日

一

金九
一日

.つ
木八

‾日

一

水七
一日

一

火六
一日

〃ゝ
月五
一日

一

土三
一日

－
金二

‾日

一
木一

‾日

収

集
日

劈

数

詐

骸
　一　－

地美
東合

　｀平

馬地

頭中

　美
　合

　平

区英詩

句1

一７

一

野

?t
区

保

母 リ

リ

諮

ご賢

小洞

美町

　鳥

　隆

　寺

　九

　山

２

Ｒ

ニ甲
チ園

力｀

　｀岫

森越

越｀

　舶

　越

　ユ

束

大

友

西

大

友

波上

上佐

　｀々

渡木
下｀

　下

　佐

　々
　木

大東
%

　宅

　賢

収

集
実

施

町
名

（
衛
生
セ
ン
タ
ー
・
電
二
二
－
五
四
三
六
）
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12月の

回日程表

市立図書館囮51―2251

駐　車　場 12月巡回日ｉ駐車時間(1時間)

矢作農協牧内支所 ６日・20日 火 午前10時30分から

六ッ美北部小学枚 6 n・20日 火 午後１時30分から

六ッ美中部小学校 ６日■ 20日 火 午後３時から

大門小学校 ７日■ 21日 水 午前９時30分から

大樹寺小学校 ７日■ 21日 水Ｉ午前10時45分から

常磐小学校 7 日・21ロ；水 午後１時から

安戸神明宮，7 日･21日 水 午後２時30分から

^Jl川小学校 1 日■ 15日 木 午前10時30分から

六ッ美南部小学校 １日・]5日 木 午後１時30分から

福岡小学校 １日・15日 木 乍後３時から

岡崎市本宿連絡所 ２日・16日 金 午前10時30分から

山中小学校 ２日■ 16日 金 午後1時から

藤川小学校 ２日・16日 金 午後２時30分から

恵田小学校 13日・27日 火 午前９時3O分から

岩津小学校 13日・27日 火 午前11時から

細川小学校 13日・27日 火 午後１時30分から

奥殿小学校 13日・27日 火 午後３時から

矢作束小学校 14日困・24日山 午前10時30分から

矢作西小学校 14日i')0・24日出 午後１時30分から

矢作北小学校 14ロ俐・24日附 午後３時から

生平小学校 ８日・22日 木 午前10時30分から

囃梨小学校 8 日・22日 木 午後１時から

常磐南小学校 ８日・22日 木 午後２時30分から

美合東部農協 ９日■23日 金 午前10時30分かち

緑丘小学校 ９日・23日 金 午後１時30分から

竜谷小学校 ９日・23日 金 午後３時から

　
乳
が
ん
に
か
か
る
か
た
は
四
十
歳

代
と
五
十
歳
代
に
特
に
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
本
年
度

新
し
く
乳
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
、

三
十
五
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
に
検

診
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
進
ん

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ｙ
対
象
者
　
市
内
に
在
住
す
る
満
三

十
五
歳
以
上
の
女
性

ｙ
検
診
期
間
　
十
二
月
二
十
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
●

良心ミヅ
二
千
円
（
市
半
額
負
批
）

ｙ
持
参
す
る
も
の
　
①
乳
が
ん
検
診

記
録
票
（
各
支
所
・
保
健
課
で
お
渡

し
い
た
し
ま
す
。
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
れ
ば
郵
送
い
た
し
ま
す
）

②
現
金
千
円

　
こ
の
検
診
の
結
果
、
精
密
診
査

　
（
費
用
は
本
人
負
担
）
を
行
う
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
健
康
保
険
証
を

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ｙ
検
診
の
で
き
る
医
院
・
病
院

市
政
だ
よ
り
十
月
一
日
号
の
十
四
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
保
健
課
保
健

係
（
電
二
三
Ｉ
六
一
七
九
）
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　
か
ぜ
を
ひ
き
や
す
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
「
バ
カ
は
か
ぜ
を
ひ
か
な

い
」
と
か
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
か

か
っ
た
人
の
ヒ
ガ
ミ
で
。
ま
っ
た
く

根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
か

か
り
や
す
い
人
、
か
か
り
に
く
い
人

が
い
る
の
は
事
実
で
す
。

ｃ
作
戦
Ｔ
：
転
ば
ぬ
先
の
つ
え

　
▽
偏
食
を
せ
ず
、
カ
ロ
リ
ー
の
高

　
い
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
が
‥

　
　
　
●

　
▽
皮
膚
を
鍛
え
よ
う
が
‥
　
乾
布
摩

　
擦
大
い
に
結
榊
。
寝
ま
き
を
着
替

　
え
る
と
き
、
裸
に
な
る
だ
け
で
も

　
効
果
か
あ
り
ま
す
。

　
▽
不
節
制
を
し
な
い
が
‥
　
休
養
と

　
睡
眠
を
充
分
と
る
こ
と
。

　
▽
人
ご
み
で
は
マ
ス
ク
を
し
、
帰

　
っ
た
ら
ウ
ガ
イ
を
す
る
が
¨

＠
作
戦
ニ
　
か
か
つ
た
ら
先
手
必
勝

　
▽
体
を
暖
め
よ
う
々
‥
　
暖
か
い
部

　
屋
で
温
か
い
水
分
の
多
い
食
事
を

　
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
▽
潔
く
寝
る
こ
と
が
‥
　
無
理
を
す

　
る
だ
け
治
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
▽
病
状
に
よ
っ
て
は
医
者
か
薬
剤

　
師
に
相
談
す
る
が
‥
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12月の

ｰ 乳幼児健康相談

o 3 ～4 ヵ月の乳児および４ヵ月以後で初めて受診され

　るかた

　　受け付け時間　午後1 時～２時

　　内　　容　医師の診察、体爪測定、身長洲定、一般

　　　　　　　指導

Ｏその他のかた

　　受け付け時間　午前10時～ll時30分

　　内　　容　体重測定。育児栄養相談、その他の相談

Ｏ母子手帳、うすいバスタオルを必ずご持参ください。

月　日 鳩　　　所 区　　　域

12月6 日図 岡崎赤十字センター

　　(明大寺本町)

三島学区. (H石学区

12月20日(幻 六名学区

12月7 am
南　部　公　会　童

岡崎学区

12月ua困 羽限学区、峨南学区

12月210困 矢fr=農協会館 矢作南･北･束･西学区

12月１日Ⅲ ¨‰昌万一

　（

婦人会館隣り

）

井川学区

12月８日Ⅲ 愛宕･m刺学区､驚磐地区

12月]5日Ⅲ 大樹寺･･大門学区

12月2日出
川　崎　保　蛯　所

連尺学区

12月lea剛 広幡学区(能見S-む)

12月22日出 大平町辻中公民鰍 ^lll学区、河介地区

12月27日出 美合新町公民館 美作･竜谷･#川･緑丘学区

12月13日肉 本宿町Ｍ円病院 本宿・山中学区

12月9 日吻 福　岡　会　館 福悶学区

12月23日吻 岩津市民センター 岩津･恩田･細川･奥殿学区

12 月20日("JO 六■■/美市尺センター 六ッ美地区

12月i2日川 岡崎市医師会館 竜美丘学区

豪みなさんの各地区に婦人民生委員のかたがおられます。

　W:娠中、分娩、育児等でお附りのかたはお気軽にご相談ください。

12月の

ｰ 巡回健康相談

相談内容　血圧測定､検尿、保健指導、乳幼児相談、その他

相鮫員　保健婦s名

日　程　表　　　　　　　　（fv^健課鯉康管I'll係c23－6179)

日　　　　時 鳩　　　所

12月2 口喇
午前９時30分～u時30分 駒立町公尺館

午後1時31)分～３時30分 恵in町公尺館

12月7 日附
午前９時30分～日時30分 蔵次町総代宅

■r-後1時30分-3時30分 米河内町公民館

12月on吻 午後１時30分~ 3時30分 生　’]i　小　学　校

i2月H日困
午前９時zo分～n時30分 上　衣　文　観　音

午後i時30分～３時30分 鉢地町丼提寺

n川e日吻 午筏i時30分～3時30分 Ill 向町公民館

12月21 H困
午前9時30分-11時30分 市営住宅大副寺荘集会所

午後l昨3O分～3時30分 下大＼"＼公尺館

12月23日出
-T-加9時30分～ll時30 分

六ツ美市民センター
午後１時30分～３時30分

※忠Ⅲ・生平・六ッ､Kの会場は、医帥の診察もあります。

12月の 母

市政だより

　　親

お　か　ざ　き

教　室

０１回目の教室は、妊娠と気づいたらできるだけ早くお

　受けください。

　持参するもの　母子健康手帳（なくても可）・筆記用具

　受購料　無料

日　程　表

回 ８　叶 場　所 刈　執 内　　　容

１

回

tl

121]1 fl(≪

午後1時 岡崎傑健所

ご聡

妊娠7ヵ月

までのかた

妊娠中の興業.栄養、歯の衛生.
妊tti中期のa常生活、心と休の準

備. 小らゃんの衣類の選び方-.映
面

２

回

目

1211≪Hlね

乍後1時

妊娠8ヵ月

以降のかた

妊眼後期の日常生活，入院の時刈
と心mえ. 赤ちゃんの睨察と恥扱

<■■!;よぴ入浴.母子保髄匈度

１

回

目

12P!l5iilね

'r-後1≫S

隨お

間い合わせ几

(F出

暖娠yヵ月

までのかた
同　　　上

２

回

目

12)122HIM

-i-ii1時

暖娠8ヵ月

以降のかた
同　　　ｔ

12月の

　一一

該当者

時　開

場　所

日　程

３歳児健康診査

昭和49年12月生まれのかた

午後１時～3時

岡崎保健所（康生通西３の30　⑩22－2501）

表

月　　日 区　　　　　　　域

12月６日(火)
井田・愛宕・梅園学区
常磐・岩津地区

12月13日(火)
三島・六名・竜美丘・美合・緑丘・竜

谷・藤川・本宿･岡崎学区

12月20日（■k) 根石・広幡学区、河合・矢作地区

12月27日(火)
連尺・羽根・福岡・山中・男川・城南
学区、六ッ美地区

場

日

健　康 相　談

所　母子老人保健センター（伊賀新町　⑩21－4825）

程　表　　　　　　　　（ほ鮭課健康竹理係　c23－6179）

極　類 日　　時 内　　　　容

老人・成人

鯉康相談

12月　７　日出

午mo峙-11時30分

午筏１時- 3時

血圧測定検尿

保髄指導

家紋計画
12月13日（火

午前io時～11時30分

家族計両全般

妊産婦

健康相談

12月13 日向

午後i時- 3時

医師の検診血圧測定検尿

血色素検査保鯉指導

｜
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休日緊急当直医師突発急患者のための12月中

岡崎市医師会（電52－1571）
９時～12時

２時～6時

前

後

午

午
緊急当直担当時間一休口

４　　日 11　　日 18　　日 25　　日 31　　日

内誓

た簾

畏

青木医院　｜　長坂記念病院

　　（僑　目）　　　（能見）

　電31－1717　　　電21－2032

カミヤ医院

　(矢作)

　電31－3376

石川　医院　　深田医院

　（下佐々木）　　（矢作）

　電31―2240　1　電31－2753

蜂須n医院

　（中町）

　電21 －1554

長嶋医院　　オ/ ゝラ医院

　　（両町1)　　（中町6}

　22―0406　1　電21－6308

安藤医院

　　(大平)

　電21 －1845

つかぎき医院

　　(本宿)

　電48－5370

浅井医院

　　(幸田)

電･幸田2一〇〇10

鈴木医院

　　(幸田)

電一幸田2―0020

山崎医院！岩瀬医院

　（幸田）　　　（福岡）

電･幸田2一5225　　電51－9036

伊藤医院

　　(定国)

　電43－2678

外

科

林　病　院

　　(広幡)

　憲23－5221

長坂記念病院

　(能見)

　電21－2032

竹内　医院　　水野病院

　（松本1)　｜　（能見ぃ

　電22―1260　　　電23－7158

糾井医院

　　(福岡)

　電51 －1325

霖　｜　村川　医院　Ｉ　大原医院

人　　（十王2)　｜　（十王ぃ
科　｜　電21－4511　，電21一1585

山　巾医院

　　伝馬i）

　電21一8014

須田　医院

　　（六供s）

　電23－3170

大原医院

　（ﾄ王り

　電21 ―1585

皮

泌

科

松下医院

　　(明大寺)

　電51－5094

僑本医院　Ｉ　みしま医院

　（康生南）　　（康生it)

　電22－3497　電21－1648

石川　医院

　(下佐々木)

　電31－2240

鴫田医院

　（レォ７階）

　電24―6555

耳咽

　喉

鼻科

松下医院

　　(明大寺)

　電51一5094

中村医院

　　(六供)

　電22－2468

山本病院ｉ中野医院

　(辿尺i ）　　　冰町3)

　心21－0359　　　電22－0261

島　川病院

　　（伝馬1)

　電21―3387

眼

科

小玉医院

　　(羽根)

　51 ―1279

佐野医院

　　(門前い

　電21－4909

μ浦医院

　(康生束)

　電2i－4880

旧渕医院　，杉浦医院

　　（唐沢1)　｜　（康生東）

　竃22－1291　1　電21－4880

11時

12時
心

"

時
時

間午前９
間午前９

六供浄水場西約100 ’）電91―r＼^(＼i 謬i^^※歯科は歯科医師会館(六供町Ｅ本松18の1
NA^’
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市
民
対
話
集
会
開
催
中

あ
な
た
も
参
加
し
て
発
言
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
市
民
刈
話
琲
会
は
、
市
内
を
中
学

咬
単
位
ト
三
会
場
に
分
け
て
、
″
介
学

区
総
代
会
主
催
の
も
と
に
、
盛
況
の

う
ち
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
対
話
の
集
い
は
、
市
長
以
下

関
係
部
課
長
が
地
域
に
出
向
い
て
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
ひ
ざ
を
ま
じ
え
、

み
な
さ
ん
が
た
の
声
を
聞
き
、
そ
の

声
に
対
す
る
市
の
左
針
な
ど
を
説
明

し
、
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
合
い
、

市
政
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
今
回
か
ら
会
場
受
け
付
け

で
「
声
の
メ
モ
」
を
お
波
し
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
用
紙
は
、
席
上
で
発
言
で
き

｜

な
か
ン

つ
い
て
ご
意
見
・
ご
要
望
の
あ
る
か

た
の
た
め
に
用
意
し
た
も
の
で
す
。

　
あ
な
た
も
、
是
非
、
市
民
対
話
集

会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
仙
極
的
な

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
、
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
十
一
月
十
六
日
（
水
）
午
後
七
時

河
合
中
学
校
（
生
平
・
秦
梨
）

▼
十
一
月
十
八
日
（
金
）
午
後
七
時

羽
根
小
学
校
（
羽
根
・
岡
崎
・
城
南
）

▼
十
一
月
十
九
日
（
土
）
午
後
七
時

矢
作
農
協
本
所
（
矢
作
束
・
西
・
南
・
北
）

▼
十
一
月
二
十
二
日
（
火
）
午
後
七

時
　
城
北
公
会
堂
（
連
尺
・
広
幡
）

-一一－
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